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《人ロの動き》

4月1日現在．

男31509（一47）女3，543（一54）　計7，052（一101〉

出生11死亡12転入13転出113、　馨

貫帯数1，858（一10）
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昭和56年度主要建設事業費関係予算
（単位・千円）

課
名
款　　　別 単年度

継続別 事　　業　　名 事　業　内　容 事　業　費

総
　
　
務
　
　
課

総務費 継　続 魅力ある郷土建設整備事業
なんでも広場作成、テニス場
展望台建設 39，600

単年度 交通安全対策事業 パトロール車1台購入 1，450

継　続 冬期集落保安要員設置対策事業
主要生活道路圧雪開設
急患対策保安要員設置 10，512

単年度 克雪機械整備事業 クローラー整備4台購入 2，800

消防費 単年度
消防施設整備事業 小型動力ポンプ2台購入 2，500

〃 防火水槽整備9ケ所（補助金） 6，450

／』・　　計 63，312

社
　
会
　
課

民生費 単年度 老人いこいの家整備事業 いこいの家増築 8，000

〃 へき地保育所開設事業 犬伏地区 2，774

〃 蒲生保育所整備事業 灯油地下タンク5k尼設置 2，500

〃 室野保育所整備事業 非常階段修繕工事 500

衛生費 単年度 集落環境衛生整備事業 排水溝布設 150
ノ」・　　計 13，924

産
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
課

農林業費 単年度 県単農業基盤整備事業 圃場整備福島地区3．2ha 29，322

〃 町単（補助）圃場整備
事業

圃場整備7．Oha 11，000

〃 町単（補助）農道整備
事業

農道開設2線800m 10，000

継　続 県営（負担金）農道整備事業
室野線・峠線2線 20，000

単年度 畑地改良造成事業 （補助）1．Oha 300
〃 転作農地改良整備事業 （補助）1．Oha 1，000

〃 町単畜舎建設整備事業 （補助）木造二階建5棟 2，250

〃 町有貸付牛導入事業 20頭 7，600

〃 肉用牛繁殖中核者経営
育成推進一事業

農協貸付補助20頭 1，920

〃 共同畜舎建設整備事業 20頭飼育用1棟 14，000

継　続 銘柄米生産出荷モデル士也区育成事業
竹所地区 400

単年度 集落開発センター建設事業
木造二階建1棟 16，040

継　続

農村地域定住促進対策
事業

広場利用施設建設（860m3） 3，489

共同駐車場建設（600m3） 4，275

葉タバコ施設1棟建設補助 11，690

多目的集会施設木造二階建2棟 31，729

継　　続 林道開設事業 田沢・下山線、松苧山線
L＝880m　W＝4．Om

86，400

〃 林道改築事業 室野・城山線
L；900m　W；4．Om

28，970

〃 林道舗装事業 下山・海老線
L＝500m　W篇4．Om

13，530

〃

公団造林事業 保育34．Oha 2，296

〃

町行造林保育事業 保育委託34．Oha 5，171

新植委託5．Oha 5，209

作業路委託500m 1，781

商工費 継　続 商工業近代資金利子補給 設備資金利子補給 950
ノ』・　　計 309，322

建
設
　
課

土木費 継　続 町道道路改良事業 改良工事8線1，670m 113，200
〃

町道道路舗装事業 舗装工事12線3，800m 149，700

〃 町道橋梁整備事業 天王橋架換
L；70．Om　W；6．Om

12，000

単年度 除雪機械整備事業 タイヤドーザー1台購入 20，000

／」・　　計 294，900

教
育
委
員
会

教育費 単年度 危険校舎改築事業 鉄筋コンクリート三階建校舎
鉄骨屋体 300，000

〃

校舎増改築事業 木造二階建増築 9，273
〃

用地買収費 用地買収1，820m2 727
継　続 文化財保護事業 文化財保護 3，000
〃

郷土資料館整備事業 資料館改修工事 4，000

単年度 独身寮管理事業 独身寮修繕 3，500

／j・　　計 320，500

一般会計合計 1，001，958

社
会
課

簡易水道
事業特別
会　　　言十

継　続 簡易水道第三次拡張事業 送水管6，072m、ポンプ室3棟、配水管1，770m、消火栓
5基

218，860

／』・　　計 218，860

特別会計合計 218，860

総　　　　　計 1，220，818

般
会
計
器
億
8
千
万
円

こ
と
し
の
町
づ
く
り

1
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
決
ま
る

鰯魏鎧、、

、
、
、
㎜
霧
灘
羅
騒
灘

　
3
月
9
日
・
1
0
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
町
議
会
第
一
回
定
例
会
に
お
い

て
、
昭
和
5
6
年
度
予
算
が
原
案
の
と

お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
予
算
の
目
的
別
割
合
は
、
予

算
総
額
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
。

・
町
村
税
　
　
六
・
八
％

・
地
方
譲
与
税
　
　
　
　
一
・
三
％

・
自
動
車
取
得
税
　
　
　
○
・
八
％

・
地
方
交
付
税
　
　
　
四
三
・
一
％

・
分
担
金
及
負
担
金
　
　
一
・
二
％

・
使
用
料
及
手
数
料
　
　
○
・
四
％

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
一
〇
・
六
％

・
県
支
出
金
　
　
　
九
・
三
％

・
財
産
収
入
　
　
　
二
・
二
％

・
繰
入
金
　
　
七
・
四
％

・
繰
越
金
　
　
○
・
六
％

。
諸
収
入
　
　
．
一
こ
二
％

・
町
債
一
五
・
○
％

歳
出
予
算
の
主
要
事
業
は
、
次
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
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5
月
1
0
日
は

棚
代
黙
会
輪
貝
補
娠
選
挙
の
投
票
日

　
　
告
示
5
月
3
日
㈲
、
立
候
補
〆
切
5
月
4
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
5
月
3
日
よ
り
9
日
ま
で
役
場
で
で
き
ま
す
。

　
　
　
不
在
者
投
票
出
稼
さ
れ
て
い
る
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
付
申
請
書
が
嘱
託
員
さ
ん
宅
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

で
す

他
町
村
へ
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
は
投
票
用
紙

　
　
　
　
役
場
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
早
目
に
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管
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委
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保健衛生シリーズ⑯
・勲

騨
欄

56年度検診、学級、相談計画

　
松
代
町
で
は
母
子
成
人
保
健
に
つ

い
て
、
5
6
年
度
は
次
の
よ
う
な
検
診

学
級
健
康
相
談
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
び
に
通
知
が
行
き
ま
す
が
、

す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

母
子
保
健

○
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
前
期
・
中
期
・
後
期
の

三
回
コ
ー
ス
で
、
初
産
・
経
産
を
一

緒
に
、
4
月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月
行

い
ま
す
。

　
・
妊
娠
の
成
立
生
理

　
・
妊
娠
中
の
生
活
栄
養

　
・
安
産
教
育
　
分
娩
産
褥
新
生
児

　
　
　
　
　
　
　
家
族
計
画
そ
の
他

○
ま
ご
親
学
級

　
子
供
の
世
話
は
母
親
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
し
、
お
つ
と
め
に
出
て

い
る
人
、
又
農
繁
期
な
ど
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ま
か
さ
れ
る

家
も
多
い
こ
の
頃
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

を
世
話
さ
れ
る
方
と
、
食
事
や
発
育

し
つ
け
等
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に

考
え
御
意
見
も
お
き
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
又
昨
年
か
ら
始
め
た
、
丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
に
、
妊
婦
さ
ん

の
お
か
あ
さ
ん
と
の
集
り
も
行
い
ま

す
。
7
月
と
1
1
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。〇
三
、
四
カ
月
検
診

　
三
カ
月
四
カ
月
児
を
対
象
に
、
身

体
計
測
・
医
師
の
診
察
健
康
相
談
を

行
い
、
離
乳
食
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
す
。
（
4
月
6
月
8
月
1
0
月
12
月
）

○
乳
児
検
診

　
生
後
六
・
七
・
八
・
九
カ
月
の
乳

児
に
、
医
師
の
診
察
と
身
体
計
測
健

康
相
談
を
行
い
ま
す
。
（
4
月
8
月
n

月
）〇
一
歳
六
カ
月
児
検
診

　
一
歳
六
・
七
・
八
・
九
カ
月
の
幼

児
を
対
象
に
、
内
科
歯
科
の
診
療
身

体
計
測
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
（
4

月
8
月
n
月
の
予
定
）

〇
二
歳
児
検
診
　
二
歳
六
カ
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
歳
ま
で

〇
三
歳
児
検
診
　
三
歳
六
カ
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
歳
ま
で

　
内
科
歯
科
の
診
察
検
尿
身
体
計
測

健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
（
5
月
n
月

の
予
定
）

○
育
児
学
級

　
各
検
診
の
翌
月
、
検
診
結
果
発
育

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考

え
ま
す
。

○
妊
婦
健
康
相
談

　
マ
マ
ミ
ル
ク
支
給
日
に
、
助
産
婦

と
保
健
婦
が
出
ま
す
の
で
、
ミ
ル
ク

支
給
日
に
は
本
人
が
と
り
に
来
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
新
生
児
訪
問

　
生
後
一
カ
月
未
満
の
新
生
児
に
、

助
産
婦
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
が
あ
り

ま
す
。
何
ん
で
も
気
軽
に
御
相
談
下

さ
い
。

　
尚
町
外
で
出
産
さ
れ
る
方
は
、
母

子
健
康
手
帖
に
つ
い
て
い
る
出
生
連

絡
票
を
必
ず
送
っ
て
下
さ
い
。

o
新
婚
学
級

　
公
民
館
と
相
談
し
て
、
婚
前
学
級

を
夜
一
回
開
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

○
産
後
ニ
カ
月
児
健
康
相
談
は
ミ
ル

ク
支
給
日
を
御
利
用
下
さ
い
。

成
人
保
健

○
出
稼
検
診

　
6
月
1
・
2
・
3
・
4
・
5
日
に

行
い
ま
す
。
雪
消
え
が
お
そ
く
、
忙

し
い
と
思
い
ま
す
が
全
員
出
席
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
循
環
器
検
診

　
7
月
7
・
8
・
9
・
1
0
日
に
行
い

ま
す
。

　
40
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
出
稼
を
し

な
い
方
で
す
。
仕
事
の
都
合
を
し
て

是
非
出
席
下
さ
い
。

　
尚
出
稼
、
循
環
器
検
診
と
も
に
、

事
後
指
導
の
出
席
も
お
願
い
し
ま
す
。

○
胃
集
団
検
診

　
8
月
1
0
・
1
1
・
12
・
1
7
・
18
・
1
9
・

20

日
に
行
い
ま
す
。
胃
の
悪
い
人
が

多
く
発
見
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
受

け
て
下
さ
い
。

○
婦
人
科
検
診

　
8
月
2
7
・
2
8
・
2
9
・
3
0
・
31
日
と
、

9
月
3
日
に
行
い
ま
す
。

○
貧
血
検
査

　
18
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で
の
女
性
に
、

貧
血
検
査
血
圧
測
定
検
尿
計
測
を
行

い
ま
す
。

○
糖
尿
病
教
室

　
出
稼
循
環
器
検
診
で
発
見
さ
れ
た
、

糖
尿
病
型
境
界
型
の
人
を
対
象
に
行

い
ま
す
。
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松
代
町
農
業
委
員
会
で
は
小
作
料

の
標
準
額
の
改
訂
を
行
な
い
、
昭
和

五
十
八
年
ま
で
向
う
三
ケ
年
間
適
用

す
る
標
準
小
作
料
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
標
準
小
作
料
は
農
地
の
賃
貸
借
契

約
を
す
る
場
合
の
小
作
料
の
基
礎
と

な
る
小
作
料
で
、
三
年
毎
に
改
訂
さ

れ
る
も
の
で
す
．

　
今
回
の
改
訂
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
．

　
な
お
、
昨
年
九
月
ま
で
国
に
よ
っ

て
そ
の
最
高
額
が
統
制
さ
れ
て
い
た

小
作
料
（
統
制
小
作
料
）
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
小
作
料
で
契
約
さ
れ

て
い
た
方
も
今
年
か
ら
は
こ
の
標
準

小
作
料
を
も
と
に
し
て
新
し
い
小
作
，

料
の
額
を
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

、
田
の
標
準
小
作
料

　
田
の
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

米
価
が
ほ
と
ん
ど
上
っ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
か
ら
勘
案
し
た
結
果
、
現

行
の
ま
ま
据
え
置
き
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
小
作
料
額
は
次
の
と

お
り
で
す
．

1　　　級　　　土也

（里土嬰蟷） 改
訂

26，000円 標

2　　　級　　　土也 準

（遠灘鍍聖）

　　20，000円

小
作
料

3　　　糸及　　　士也

（未鷺濃地） （
田

17，000円 十

4　　　級　　　土也 ア

（未謝野也）

　　14，000円

1
ノ
レ

5　　　級　　　土也

（蒲叢獲準）

当
り
）

11，000円

2
、
畑
の
標
準
小
作
料

　
本
年
よ
り
当
町
で
は
畑
の
標
準
小

作
料
を
新
た
に
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
畑
の
標
準
小
作
料
の
適
用
範

囲
は
普
通
畑
に
限
ら
れ
、
た
ば
こ
の

よ
う
な
特
殊
な
作
物
に
つ
い
て
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

改
訂
標
準
小
作
料
（
畑
十
ア
ー
ル
当
り
）

1　級　畑

〔欝〕

　5，000円

2　級　畑

（謝

　3，000円

3
、
物
納
及
び
役
務
に
よ
る
小
作

　
　
料

　
今
ま
で
は
小
作
料
は
金
銭
で
支
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
小
作

料
額
に
見
合
う
分
を
米
な
ど
で
支
払

っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
小
作
料
の
額
に
見
合
う

分
を
、
田
植
や
稲
刈
り
な
ど
に
つ
い

て
労
働
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

肩
代
わ
り
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
場
合
の
労
働
の
金

銭
へ
の
換
算
方
法
は
、
松
代
町
が
定

め
て
い
る
そ
の
年
の
農
業
労
働
賃
金

協
定
表
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
物
納
と
役
務
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
農
業
委
員
会
の
承

認
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

小
作
料
の
納
入
方
法
を
物
納
か
役
務

に
し
た
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
農
業
委
員
会
で
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

濯あなたの恩給

（挟助糊

年額が

堵額に．4

軍
人
恩
給
及
び
扶
助
料
受
給
者
の
み

な
さ
ん
、
加
算
改
定
の
手
続
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

手
続
す
る
こ
と
に
よ
り
旧
軍
人
の
加

算
年
が
恩
給
（
扶
助
料
）
年
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

未
だ
に
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

内
容
調
査
の
た
め
、
手
間
ど
り
ま
す

か
ら
早
め
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉
係
へ
。

児
童
手
当
受
給
者
に
お
知
ら
せ

　
二
月
期
支
給
分
児
童
手
当
を
、
二
月
十
日
付
で
農
協
、
第
四
銀

行
の
そ
れ
ぞ
れ
受
給
者
の
口
座
に
振
込
み
ま
し
た
の
で
、
確
認
し

て
下
さ
い
。
・

　
次
の
支
給
日
は
六
月
十
日
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
課
社
会
福
祉
係

　　　　　　　　難　　　　　　嚢

雛麟
＠

　　　　　　　　　　難

　　　　　　懸
　　　　蕊

灘

　　　　　輔
　　　諾
繍灘

「
年
金
」
と
は

ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

幽　　
　
わ
た
し
た
ち
が
年
を
と
っ
て

　
　
　
働
こ
う
に
も
働
け
な
く
な
っ

た
り
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
生
活
の

中
心
に
あ
る
人
が
病
気
や
け
が
、
死

亡
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
会
っ
た
り

し
た
と
き
、
収
入
の
道
が
と
ざ
さ
れ

て
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
．

　
そ
こ
で
、
老
後
の
生
活
の
安
定
と

い
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
一
定
の

条
件
の
も
と
に
社
会
的
に
生
活
が
保

障
さ
れ
る
し
く
み
が
と
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
が
「
年
金
」
と
い
う
制
度
で

す
。
年
金
と
い
う
制
度
は
、
経
済
的

な
面
か
ら
生
活
の
崩
壊
を
防
ご
う
と

す
る
社
会
保
障
で
す
。

「
年
金
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、

年
間
を
通
じ
て
一
定
額
の
お
金
を
支

給
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
年
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
元
気
で
働
い
て
い
る
間
に
、
き

ま
っ
た
お
金
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
．
日
ご
ろ
の

備
え
”
と
し
て
の
掛
金
で
す
。

　
　
　
掛
金
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、
こ

の
四
月
か
ら
一
ケ
月
に
つ
き
四
、
五

〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
加
入
者
み
な
さ
ん
の
負
担
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
く
な
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す
る
た

め
の
や
む
得
な
い
措
置
で
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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直砧

直q6

。鮎6

鴨
．
σ
窺
6
鷹
6
鴨
．
σ
極
6
極
6
。
砧
6
。
堅
6
隔
6
鳴
6
極
6
。
鮎
癬
騒
σ
極
6
。
q
6
極
㎡
q
6
。
砧
直
q
6
鳴
6
。
騒
α
陶
6
。
堅
6
鴨
6
極
6
。
q

も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
℃
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
タ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
℃
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ

蟄
暴
撚
蕪
響
鍵
蕪
羅
盤
灘
灘
灘
灘

6極
6
嵐
㎡
q
づ
q
直
q
6
。
q
6
陶
6
。
q
ぱ
q
．
α
。
堅
6
。
q
6
。
竪
α
。
砧
6
鳴
6
鳴
6
。
砧
6
。
q
6
。
q
6
。
鮎
6
。
鳥
ぱ
q
ぱ
q
6
q
6
。
q
㎡
q
㎡
砧
6
覧
．
α
。
q
6
。
q

も
♂
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
タ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ
も
ρ

あの子もこの子も
　　　　わが子と同じ

青少年育成はみんなの力で

町民会議にあなたもご入会下さい。

ω
　
青
少
年
の
つ
ど
い

　
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
共
同

　
炊
飯
、
創
作
活
動
）

ω
　
青
少
年
の
社
会
参
加
実
践
活
動

　
（
公
共
施
設
の
清
掃
美
化
、
交
通

　
安
全
、
防
火
啓
蒙
運
動
）

⑬
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
推
進
広
報

　
活
動

㈲
　
環
境
を
よ
く
す
る
懇
談
会
の
開

　
催
㈲
　
青
少
年
の
非
行
・
事
故
防
止
実

　
践
活
動

　
町
民
会
議
は
賛
同
す
る
人
で
結
成

さ
れ
、
規
約
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
組
織
図
参
照
）

　
経
費
は
会
費
と
町
か
ら
の
助
成
金

が
あ
て
ら
れ
ま
す
。
会
費
は
一
人
年

額
五
〇
〇
円
で
す
。

　
ご
入
会
の
申
込
み
照
会
等
は
町
役

場
社
会
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
町
民
会
議
の
目
的
は
”
広
く
み
な

さ
ま
の
総
意
を
結
集
し
、
国
・
県
・

松
代
町
の
施
策
と
呼
応
し
て
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
青
少
年
を
育
成
す

る
”
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
推
進
す
る
活
動
の
大
綱
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ω
　
青
少
年
が
誇
り
と
責
任
に
つ
い

　
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
活
動

㈲
　
健
全
な
青
少
年
活
動
を
助
長
奨

　
励
す
る
た
め
の
活
動

⑥
　
家
庭
を
健
全
に
す
る
た
め
の
活

　
動
㈲
　
青
少
年
の
非
行
防
止
、
事
故
防

　
止
の
た
め
の
活
動

㈲
　
社
会
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
の

　
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
墓

松代町青少年育成町民会議

総　　　会 事務局

会　　長

副会長
事務局長

運営委員会

総務・環境
改善部会

健全育成部会

・青少年の組織

化及び団体活

動の促進

・青少年健全育

成地域集会開

催の促進

・財政計画を立

てる

・広報活動およ

び資料収集

・環境の改善、

1非行事故の防

止活動の促進

豪轟をふ，とばせ〃

翻
第
57
回
珠
算
検
定

　
受
験
者
数
　
二
二
四
名

　
合
格
者
数
　
　
五
一
名

　
合
格
率
　
　
　
三
八
％

2
給
合
格
者

　
　
　
柳
　
一
樹
（
松
代
小
五
年
）

3
級
合
格
者
　
3
名
、
4
級
　
7
名
、

5
級
　
7
名
、
6
級
　
n
名

7
級
　
1
9
名
、
8
級
　
3
名

○
－
・
◆
・
φ
…
．
○
…
◆
・
i
l
・
・
臼
◆
…
◆
…
◆
i
◆
：
◆
－
◆
・
◆
・
◆
i

　
三
月
十
五
日
に
、
約
八
十
名
の
参

加
者
を
得
て
、
　
「
第
四
回
太
平
ス
キ

ー
大
会
」
を
、
行
な
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
午
前
中
準
備
を
し
ま
し
た

が
、
あ
い
に
く
春
一
番
の
小
雨
交
り

の
強
風
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ

ど
で
し
た
が
、
お
昼
頃
か
ら
太
陽
が

出
て
き
た
の
で
、
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
午
後
一
時
に
開
会
し

雪
合
戦
を
し
た
り
、
ジ
ャ
ン
ボ
ソ
リ

に
乗
っ
た
り
、
か
ん
じ
き
を
は
い
て

走
っ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
ス
キ
ー
を
は

い
て
、
滑
っ
た
り
走
っ
た
り
、
大
変

に
ぎ
や
か
に
盛
大
に
無
事
四
時
半
頃

閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
つ
ら
か
っ
た
豪
雪
で
、
笑
う
こ
と

な
ん
か
無
か
っ
た
冬
中
で
、
初
め
て

み
ん
な
が
楽
し
く
大
笑
い
で
き
て
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
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法
年
の
十
一
月
埼
玉
県
の
草
加
市

で
洋
品
店
を
経
営
す
る
干
年
出
身
（
屋

号
三
前
田
）
の
佐
藤
信
治
さ
ん
か
ら
、

み
　
こ
し
わ
ら
じ

御
輿
草
鮭
を
つ
く
っ
て
み
な
い
か
と

昔
懐
し
い
声
で
語
り
か
け
て
き
た
。

話
の
発
端
は
、
ふ
る
里
自
慢
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
談
義
か
ら
は
じ
ま
っ
て
そ
の

藁
を
利
用
し
て
昔
取
っ
た
腕
を
生
し

て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
町
老
人
ク
ラ

ブ
指
導
者
研
修
会
で
検
討
し
た
結
果
、

生
き
が
い
対
策
事
業
と
し
て
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
三

五
の
ク
ラ
ブ
か
ら
五
十
三
名
の
名
人

が
選
ば
れ
草
加
市
の
森
田
商
店
の
講

習
を
受
け
製
作
に
と
り
か
か
っ
た
。

冷
害
に
よ
る
材
料
不
足
や
豪
雪
に
見

舞
れ
な
が
ら
第
一
回
目
の
出
荷
を
三

月
二
十
四
白
に
行
っ
た
と
こ
ろ
二
千

八
百
二
十
足
集
っ
た
。
第
二
回
目
は

四
月
二
十
日
を
予
定
し
三
千
足
を
皮

算
用
し
て
い
る
。
御
輿
草
鞍
は
巾
が

極
端
に
狭
い
民
芸
品
に
近
い
の
が
特

長
で
実
用
本
位
の
草
鮭
と
違
う
の
が

泣
き
ど
こ
ろ
で
最
初
は
な
か
な
か
苦

鞭難灘灘

離
幽蹴
囲詞囲　開躍蹴

灘
睡
鰹

繭
亜
　
　
　
　
　
囲

労
し
た
が
さ
す
が
は
昔
取
っ
た
杵
塚

で
始
め
て
の
年
と
し
て
は
上
出
来
だ

っ
た
。
今
年
の
秋
は
材
料
の
藁
を
吟

味
し
て
一
万
足
を
目
標
と
し
て
い
る
。

老
人
た
ち
は
草
鮭
づ
く
り
を
通
じ
て

話
あ
い
語
り
あ
い
の
仲
問
づ
く
り
の

輪
を
ひ
ろ
げ
て
行
き
ま
す
。
草
鮭
つ

く
り
に
は
場
所
と
か
材
料
の
確
保
等

い
ろ
い
ろ
問
題
点
も
あ
り
ま
す
が
家

族
の
み
な
さ
ん
か
ら
温
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
係

中小企業設備近代

、化資金等について

旧　　所　　属 氏　　　名 新　　所　　属

社会課　保健婦 柳　　和子 社会課　保健婦長

総務課　交通安全係 小山　武司
社会課　戸籍係長
　　電気主任技術者兼務

社会課　水道係 山賀　八郎 社会課　水道係長

社会課　杜会福祉係 柳　ハルエ 税務課　諸税係

教育委員会　社会教育係 米持　恒敏 松代町　農業委員会書記

産業課　農業共済係 柳　　善雄 産業課用地係

社会課長 関谷　昭平 社会課長　国民健康保険係長兼任

社会課羅民年華｝係長 高橋　秀夫
松代町公民館長・
　教育委員会社会教育係長兼任

社会課　戸籍係長 関谷幸一郎 社会課羅民年華｝係長

産業課　用地係 斉木　　勉 建設課　土木係

社会課　水道係 小堺　定男 産業課　林業係

松代町　農業委員会書記 室岡　秀俊 社会課　保健衛生係

産業課　林業係 高橋　　勝 総務課　企画係

建設課　土木係 菅井　正一 産業課　農業共済係

税務課　諸税係 鈴木　和美 教育委員会　庶務係

社会課　保健衛生係 相沢　幸一 社会課　水道係

総務課　運転手 石口　丈夫 総務課交通安全並防欝手兼務

社会課　直営診療所 高橋　祥郎 社会課　社会福祉係

退　職　者

社会課国民健康保険係長 小堺　勇治郎

教育委員会庶務係 五十嵐由美子

社会課　直営診療所 笠原　　玲子

役
場
職
員
の
皇
鵡
動

　
　
　
四
月
一
日
付
で
町
役
場
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県では、次の設備資金につ

いて、広く中小企業者が利用

されるよう準備しています。

○資金名

　中小企業近代化資金

　中小企業設備合理化資金

　中小商業近代化資金

○申請期限

　（第一次募集）

　昭和56年4月1日～

　　　　　8月20日
　（第二次募集）

　昭和56年11月1日～

　　　　　同月20日
なお第二次募集は、第一次募

集で予算枠に残枠が生じた場合

のみ行ないます。

○問合せ先

　　　松代町役場産業課

　　　松代町商工会
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黙
麗
朧
朧
朧
朧
朧
朧
朧
朧
朧
麗
朧
朧
朧
朧
朧
朧
麗
朧
朧
麗
朧
麗
朧
朧
朧
朧
麗
朧

麗
朧
鰯
朧
麗
朧
麗
朧
朧
朧
麗
朧
朧
朧
朧
麗
朧
醗
麗
朧
朧
麗
麗
朧
朧
麗
麗
朧
麗
朧

朧
麗
麗
朧
麗
朧
朧
鰯
朧
麗
麗
朧
朧
朧
麗
朧
朧
朧
醗
麗
麗
朧
朧
醗
醗
朧
朧
麗
朧
麗

朧
朧
麗
朧
麗
朧
朧
朧
朧
朧
朧
麗
朧
麗
朧
朧
朧
朧
朧
朧
朧
麗
朧
麗
朧
朧
麗
朧
麗
朧

麗
朧
鰯
朧
朧
麗
朧
朧
朧
朧
麗
朧
朧
麗
朧
朧
朧
麗
朧
朧
朧
朧
朧
朧
醗
朧
朧
韓
麗
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
宏
一
（
柿
崎
町
・
柿
崎
小
）

◇
小
・
中
学
校
◇
　
　
小
海
悦
子
新
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
蒲
生
小
学
校

▼
新
し
く
来
ら
れ
た
先
生
　
　
　
一
條
康
子
新
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
蒲
生
小
学
校
・
寺
田
分
校

◎
松
代
小
学
校

関
谷
　
昇
（
上
越
市
・
南
本
町
小
）

高
橋
保
雄
（
上
越
市
・
谷
浜
小
）

相
馬
洋
子
　
新
採
用

関
谷
治
夫
　
臨
時
採
用

金
子
範
子
　
新
採
用

◎
松
代
小
学
校
・
菅
刈
分
校

徳
永
正
義
　
新
採
用

◎
松
代
小
学
校
・
小
屋
丸
分
校

谷
口
一
之
（
大
潟
町
・
大
潟
町
小
）

◎
清
水
小
学
校

山
口
晴
彦
（
青
海
町
・
田
沢
小
）

◎
孟
地
小
学
校

峰
村
辰
典
（
堀
之
内
町
・
掘
之
内
小
）

中
島
恵
美
子
（
小
千
谷
市
・
真
人
小
）

◎
孟
地
小
学
校
・
海
老
分
校

相
浦
美
子
（
三
島
町
・
脇
野
町
小
）

◎
孟
地
小
学
校
・
海
老
分
校

熊
木
泰
広
（
糸
魚
川
市
・
下
早
川
小
）

◎
北
山
小
学
校

立
田
一
郎
（
三
条
市
・
三
条
小
）

久
保
田
和
夫
（
松
之
山
小
）

田
辺
玲
子
（
新
潟
市
・
中
野
山
小
）

◎
室
野
小
学
校

西
沢
和
彦
新
採
用

◎
峠
小
学
校

村
山
正
子
（
松
之
山
町
・
松
里
小
）

◎
桐
山
小
学
校

水
越
　
保
（
名
立
町
・
下
名
立
小
）

◎
儀
明
小
学
校

田
中
実
千
代
（
越
路
町
・
越
路
小
）

草
間
む
つ
子
　
新
採
用

◎
松
代
中
学
校

桐
原
雅
夫
（
板
倉
町
・
板
倉
中
）

関
谷
哲
郎
（
松
之
山
中
）

町
田
正
行
（
安
塚
町
・
安
塚
中
）

伊
野
義
博
（
関
川
村
・
関
谷
中
）

▼
▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
　
変
っ
た
先
生
▲
▲

　
　
　
　
（
配
置
替
え
）

福
原
公
望
（
北
山
小
↓
松
代
小
）

斉
藤
充
代
（
室
野
小
↓
菅
刈
分
校
）

寺
崎
ゆ
か
り
（
孟
地
小
↓
滝
沢
分
校
）

仙
田
幸
造
（
松
代
小
↓
莇
平
小
）

山
岸
政
幸
（
松
代
小
↓
室
野
小
）

▼
▼
町
外
に
転
出
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
▲
▲

◎
松
代
小
学
校

佐
藤
菊
治
（
安
塚
町
・
小
黒
小
）

高
野
　
悠
（
上
越
市
・
直
江
津
小
）

中
村
久
美
子
（
上
越
市
・
直
江
津
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
）

◎
松
代
小
学
校
・
菅
刈
分
校

相
羽
敦
子
（
上
越
市
・
東
本
町
小
）

◎
松
代
小
学
校
・
小
屋
丸
分
校

本
山
政
司
（
十
日
町
市
・
下
条
小
）

◎
清
水
小
学
校

土
山
正
夫
（
新
潟
市
・
白
山
小
）

◎
孟
地
小
学
校

三
浦
至
朗
（
教
育
庁
）

高
橋
和
美
（
松
之
山
町
・
松
里
小
）

◎
孟
地
小
学
校
・
滝
沢
分
校

関
谷
利
良
（
青
海
町
・
田
沢
小
）

◎
北
山
小
学
校

藤
田
　
均
（
新
大
附
属
長
岡
幼
稚
園
）

福
島
貴
美
子
（
糸
魚
川
小
学
校
）

◎
蒲
生
小
学
校

村
山
　
紘
（
松
之
山
町
・
松
里
小
）

◎
蒲
生
小
学
校
・
寺
田
分
校

本
柳
宗
一
郎
（
松
之
山
町
・
三
省
小
）

◎
室
野
小
学
校

高
沢
哲
治
（
糸
魚
川
市
・
上
早
川
中
）

堀
内
長
門
（
上
越
市
，
南
本
町
小
）

◎
峠
小
学
校

佐
藤
祐
子
（
柏
崎
市
・
比
角
小
）

◎
桐
山
小
学
校

上
村
圭
三
（
津
南
町
・
三
里
小
）

大
橋
剛
哉
（
吉
川
町
・
東
田
中
小
）

◎
儀
明
小
学
校

高
橋
邦
彦
（
十
日
町
小
）

◎
莇
平
小
学
校

萩
野
亮
一
（
柏
崎
市
教
育
委
員
会
）

◎
松
代
中
学
校

山
本
行
雄
』
（
上
越
市
・
直
江
津
東
中
）

津
幡
龍
峰
（
松
之
山
中
）

小
山
玲
吉
（
高
柳
町
・
石
黒
中
）

吉
田
　
勉
（
頸
城
村
・
頸
城
中
）

佐
藤
教
美
（
十
日
町
市
・
吉
田
中
）

数
井
正
隆
（
上
越
市
・
中
ノ
俣
中
）

▼
▼
退
職
さ
れ
た
先
生
▲
▲

津
幡
美
智
子
（
儀
明
小
学
校
）

◇
松
代
高
等
学
校
◇

▼
▼
転
入
・
新
採
用

　
　
　
　
さ
れ
た
先
生
▲
▲

丸
山
祐
三
郎
（
巻
農
業
高
か
ら
）

京
谷
雅
彦
（
吉
田
商
業
高
か
ら
）

南
雲
　
充
（
新
採
用
）

山
上
伸
人
（
新
採
用
）

藤
巻
美
幸
（
非
常
勤
講
師
）
「

増
田
憲
一
（
事
務
長
・
大
島
保
健
所
）

▼
▼
転
出
さ
れ
た
先
生
▲
▲

滝
沢
武
利
（
小
千
谷
西
高
へ
）

武
石
文
雄
（
三
条
高
へ
）

小
林
恵
子
（
新
津
高
へ
）

伊
藤
秀
男
（
黒
崎
高
へ
）

丸
山
隆
文
（
五
泉
高
へ
）

俵
山
英
男
（
東
新
潟
中
へ
）

若
井
紀
子
（
中
里
村
立
貝
野
中
へ
）

渡
辺
正
輝
（
安
塚
高
・
事
務
長
へ
）

五
月
八
日
の

松
苧
神
社
七
歳
詣
り
は

　
　
　
恒
例
の
と
お
り
に

　
松
苧
神
社
本
殿
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昨
年
来

修
理
の
た
め
解
体
工
事
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
五
月
八
日

の
「
七
ツ
参
り
」
の
行
事
は
例

年
通
り
に
執
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
積
雪
の
た
め
工
事
の

再
開
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
の
で

素
屋
根
工
事
が
未
了
の
場
合
は

「
御
祈
濤
、
御
祓
の
行
事
」
及

び
御
守
等
の
授
与
は
麓
の
「
犬

伏
神
社
」
拝
殿
で
行
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
当
日
犬

伏
部
落
登
山
口
に
掲
示
い
た
し

ま
す
が
、
ま
ず
山
頂
の
仮
宮
で

参
拝
を
さ
れ
た
後
、
犬
伏
神
社

に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
神
宮
宅
（
七
ー

二
〇
五
四
）
に
お
問
い
合
せ
下

下
さ
い
。
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文
化
財
紹
介
シ
リ
ー
ズ

私
ぎ
紳
紅
考

林
蔵
寺
及
び
松
山
家

　
昭
和
四
十
六
年
松
代
町
教
育
委
員

会
編
『
松
代
町
郷
土
誌
下
巻
』
、
昭
和

五
十
年
十
一
月
同
委
員
会
の
『
松
苧

神
社
』
及
び
昭
和
五
十
四
年
三
月
同

委
員
会
発
行
の
『
松
代
の
歴
史
を
語

る
』
等
を
総
合
し
て
み
ま
す
と
、
林

蔵
寺
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
身
は
養

泰
寺
と
称
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
養
泰
寺
は
「
文
治
年
間
（
一
、

一
八
五
～
一
、
一
八
九
）
大
和
国
長

谷
寺
の
泰
山
と
い
う
人
が
松
苧
権
現

に
参
籠
し
て
一
苧
を
建
立
し
、
養
泰

寺
と
称
し
」
た
と
（
松
代
郷
土
誌
）

記
さ
れ
て
お
り
、
　
「
源
頼
綱
の
家
臣

が
寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）
に
記
し

た
と
い
わ
れ
る
古
地
図
に
よ
る
と
、

こ
の
地
方
二
十
里
を
松
山
二
郎
と
い

う
郷
族
が
支
配
し
て
い
た
。
そ
の
後

建
武
四
年
（
二
壬
二
七
）
に
松
山
右

馬
頭
義
時
の
所
領
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
そ
の
本
拠
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
松
の
山
の
長
者
原
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
犬
伏
城
主
清
水
采
女

正
が
長
尾
為
景
（
謙
信
の
父
）
に
滅

さ
れ
た
の
で
、
上
杉
定
美
に
推
さ
れ

て
松
山
将
監
が
犬
伏
城
主
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
将
監
は
謙
信
の
意
に
背

そ
の
⑩

い
て
除
か
れ
、
魚
沼
郡
余
川
村
宝
珠
，

院
に
至
り
仏
門
に
入
る
。

　
松
山
将
監
の
あ
と
犬
伏
城
主
と
な

っ
た
大
熊
備
前
守
の
時
代
、
大
永
年

間
（
一
五
二
一
～
一
五
二
八
）
火
災
で

無
住
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
養
泰
寺

を
復
興
再
建
し
て
林
蔵
寺
と
改
め
、

さ
き
に
仏
門
に
入
っ
て
い
た
松
山
将

監
を
別
当
に
迎
え
、
以
来
林
蔵
寺
は
、

南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
余
川
の
宝
珠

院
の
末
寺
で
、
新
儀
真
言
宗
の
寺
院

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
住
職
、
即
松

苧
神
社
の
神
主
で
あ
っ
た
。

　
な
お
林
蔵
寺
は
、
犬
伏
部
落
の
東

南
端
に
あ
り
、
屋
号
“
お
宮
”
と
称

し
て
松
苧
神
社
の
社
務
所
で
あ
り
、

お
宮
の
よ
う
な
お
寺
の
よ
う
な
相
当

大
き
な
高
い
建
物
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
三
十
五
、
六
年
頃
、
松
山
武
雄
宮

司
が
普
通
の
住
宅
に
改
造
し
た
」
、

『
松
苧
神
社
』
。

　
松
山
将
監
が
別
当
と
な
っ
て
以
後

の
林
蔵
寺
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
し
ば
ら
く
ま
た
無
住

時
代
が
続
い
た
よ
う
で
あ
り
、
松
代

諏
訪
神
社
の
神
主
、
宮
沢
播
磨
守
が

別
当
を
兼
ね
た
時
代
が
あ
っ
た
模
様

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
示
す
も
の
と

し
て
、
さ
き
，
に
ご
紹
介
し
た
、
こ
の

た
び
の
改
築
設
計
書
に
よ
れ
ば
、
貞

享
元
年
（
一
六
八
五
）
、
享
保
二
年
（
一

七
一
七
）
松
苧
神
社
修
理
時
に
お
け

る
小
屋
組
墨
書
に
、
年
行
事
と
し
て

宮
沢
播
磨
守
行
廣
及
び
宮
沢
山
城
守

勝
弘
の
氏
名
が
見
え
る
こ
と
で
明
ら

か
で
あ
り
ま
す
．

　
そ
の
後
、
徳
川
の
末
期
に
犬
伏
に

修
斉
学
舎
を
開
い
た
宮
沢
常
盤
が
別

当
に
専
任
さ
れ
、
故
事
に
な
ら
っ
て

「
松
山
」
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た

模
様
で
あ
り
、
以
来
、
久
居
、
敏
信
、

武
雄
と
世
襲
四
代
が
続
い
て
現
在
に

至
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
明
治
維
新
に
よ
る
神
仏
混

浦
廃
止
の
布
令
に
よ
り
、
明
治
二
年

巳
六
月
「
頸
城
郡
松
山
郷
惣
社
松
苧

権
現
社
僧
犬
伏
村
林
蔵
院
良
快
復
飾

願
書
折
要
」
を
も
っ
て
、
松
苧
権
現

を
松
苧
神
社
と
改
め
、
林
蔵
寺
別
当

良
快
を
松
山
左
京
と
改
め
還
俗
し
神

職
と
さ
れ
た
い
旨
の
お
願
い
を
明
治

政
府
に
提
出
し
た
文
書
が
『
松
代
の

歴
史
を
語
る
』
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
松
山
武
雄
宮
司
が
長
岡
市
に
転
出

さ
れ
た
現
在
、
松
代
神
社
の
宮
沢
正

臣
宮
司
が
松
苧
神
社
の
宮
司
を
兼
務

さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口

三
月
受
付
分

醗
御
結
婚

鈴
木

市
川

昌
芳
・
柳
う
た
子

　
　
　
（
松
代
・
よ
え
ん
）

　
正
・
石
田
　
綾
子

　
　
　
（
松
代
・
糀
屋
）

謬
御
出
産

井
上
　
美
幸
　
父
陽
一
　
母
和
子

　
　
　
　
（
二
女
・
寺
田
・
横
手
）

富
澤
可
奈
子
　
父
政
和
　
母
康
子

　
　
　
（
長
女
・
小
荒
戸
・
向
田
）

相
澤
　
秀
幸
　
父
哲
夫
　
母
弓
子

　
　
（
三
男
・
松
代
・
友
左
工
門
）

南
雲
　
望
美
　
父
和
一
　
母
洋
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
た
け
や
）

松
山
　
恭
平
　
父
峰
夫
　
母
睦
子

　
　
　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
辰
円
）

小
堺
　
寿
幸
　
父
義
春
　
母
き
み
え

　
　
　
（
長
男
・
儀
明
・
平
兵
衛
）

関
郁
枝
父
鋼
一
母
キ
ョ
子

　
　
　
　
　
（
二
女
・
室
野
・
〈
二
）

関
　
　
祥
枝
　
父
鋼
一
　
母
キ
ヨ
子

　
　
　
　
　
（
三
女
・
室
野
・
〈
三

石
口
　
淳
　
父
博
雄
　
母
町
子

　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
朝
日
屋
）

柳
聖
子
父
久
夫
母
ゆ
み
子

　
　
　
（
長
女
・
犬
伏
・
治
郎
善
）

池
田
　
和
広
　
父
克
己
　
母
き
み
子

　
（
二
男
・
田
野
倉
・
長
左
工
門
）

魁

お
　
悔
　
み

小
堺
　
政
雄
　
8
5
歳
　
儀
明
　
倉

市
川
昭
栄
　
52
歳
　
松
代
げ
ん
じ
ん

池
田
徳
三
郎
　
68
歳
　
田
野
倉
富
恵

山
本
　
富
平
　
8
3
歳
　
犬
伏
　
富
院

小
山
　
タ
マ
　
7
3
歳
　
桐
山
　
中
吾

山
本
ウ
メ
　
7
3
歳
　
犬
伏
　
喜
之
助

菅
井
義
照
　
5
8
歳
　
苧
島
　
こ
ち
ね

米
持
ト
ラ
　
8
0
歳
　
室
野
　
下
道

小
山
重
吉
　
6
7
歳
　
小
貫
　
家
ノ
下

柳
　
美
智
子
　
2
2
歳
　
犬
伏
　
紺
屋

村
松
　
キ
ョ
　
7
8
歳
　
儀
明
　
袖

関
谷
仁
太
郎
　
6
7
歳
　
松
代
　
か
じ

鶏
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四
月
五
日
、
室
野
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

主
催
に
よ
る
第
一
回
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
が
、
室
野
ス
キ
ー

場
で
約
七
十
名
の
選
手
が
大
熱
戦
を

展
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
▼

1
位
　
相
沢
直
樹
（
太
平
子
供
会
）

2
位
　
関
谷
恵
｝
（
太
平
子
供
会
）

3
位
　
柳
　
克
美
（
太
平
子
供
会
）

▲
婦
人
の
部
▼

1
位
　
米
持
美
恵
子
　
　
（
室
野
）

2
位
　
小
堺
　
久
子
　
　
（
室
野
）

3
位
　
村
山
ト
シ
エ
　
（
室
野
）

…一、、．．呂毒．苓，

．彰．暴≡．霊．釜’、一彰．黍≡

甲”嶺τF”≒で7・”厚・9辱厚r曹』呂一r》

蛋．蛋．蛍．一一鴛只一

、．．罵、　、．、．．』ミ．．．．

　　　一λ一・　　　　　　・》・
－響R胃1．影、．．　　　　　一駕ii彰、9腎呂、
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　　　　箸総顎
一一一一一－．　り「　、響　－一

▲
初
級
の
部
▼

1
位
　
佐
藤
　
洋
　
　
（
室
　
　
野
）

2
位
　
若
井
武
徳
　
　
（
松
代
病
院
）

3
位
　
米
持
麻
利
　
　
（
室
野
　
小
）

▲
中
級
の
部
▼

1
位
　
小
林
三
紀
夫
（
室
　
　
野
）

2
位
　
西
沢
和
彦
（
室
野
小
教
員
）

3
位
　
山
岸
幸
夫
　
　
（
室
　
　
野
）

▲
上
級
の
部
▼

1
位
　
石
口
博
雄
　
　
（
役
　
　
場
）

2
位
　
市
川
　
清
（
太
平
子
供
会
）

3
位
　
小
堺
恵
吉
　
　
（
農
　
　
協
）

翻欝

　　窪
　騒

難

垂
肇

霧

　
山
間
地
で
道
路
事
情
、

水
利
、
豪
雪
と
い
う
悪
条

件
を
克
服
し
て
「
災
害
の

防
除
、
消
防
力
の
強
化
に

つ
と
め
た
努
力
、
地
域
に

適
応
し
た
消
防
団
活
動
の

充
実
」
が
認
め
ら
れ
消
防

団
に
贈
ら
れ
る
賞
と
し
て

は
最
高
の
名
誉
と
い
わ
れ

る
、
消
防
庁
長
官
表
彰
旗

の
援
与
に
結
び
つ
い
た
も

の
で
あ
る
。

↓
松
蒲
膳
長
官
旗
授
与

←　田
沢
部
落
か
あ
ち
ゃ
ん
消
防
団

　
　
　
　
日
本
消
防
協
会
賞
授
賞

　
出
稼
で
男
手
の
い
な
く

な
る
冬
期
間
を
「
ム
ラ
を

守
る
」
た
め
他
部
落
に
率

先
し
て
昭
和
三
十
七
年
に

婦
人
消
防
協
力
隊
を
結
成

し
た
。

　
（
現
在
は
町
内
三
十
六

　
　
部
落
が
結
成
、
隊
員

　
　
総
数
五
七
三
名
）

　
こ
の
た
び
防
火
思
想
の

普
及
と
、
有
事
に
備
え
て

の
消
火
技
術
の
向
上
を
認

め
ら
れ
日
本
消
防
協
会
よ

り
表
彰
状
、
表
彰
旗
の
ほ

か
、
副
賞
と
し
て
制
服
二

十
着
を
受
賞
し
た
。

秋山町長より表彰伝達を受ける田沢のかあちゃん消防団

松
代
幹
部
派
出
所

　
　
　
　
　
　
出
身
地

前
任
地

名
立
町

柏
崎
署

　
坪
内
義
雄

年
令
　
二
十
七
才

、

州
、
岬
～
囲
㌧
圃
㌧
圃

〃
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
醐
ー
、
醐
～
雌
㌧
醸
、
．
醐

室
野
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
出
身
地
長
岡
市

前
任
地

　
佐
藤

年
令

新
潟
中

　
央
署

　
　
慎

三
＋
才

　
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
出
張
免
許

更
新
日
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

9　8　7　6　5　4 免

月月月月月月 許
更

182117191517 新
日日日　日日日 日

総 免
A
口 許

〃〃〃〃〃セ 更
ン 新
タ ム

ム

1 場

　
（
10
、
n
月
は
未
定
で
す
）

◎
8
時
3
0
分
よ
り
受
付
け
し
ま
す
。

◎
持
参
す
る
も
の
↓
写
真
一
枚

　
収
入
証
紙
二
〇
〇
〇
円
、
免
許
証

　
会
費
と
ラ
ベ
ル
代
と
し
て
九
〇
〇

　
円
（
原
付
）
一
二
〇
〇
円
（
普
通

　
車
以
上
）
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文
芸

　
　
　
“
、

　
　
3
月
3
日

藤翻
　　　　　　＼　　　一二一曳

　
　
し
占
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
な
ご

寒
ゆ
る
む
気
配
や
和
む
話
し
声

白
き
野
に
白
き
し
ま
き
の
走
り
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

雪
は
げ
し
牛
の
死
体
の
重
き
こ
と

春
の
雪
頸
に
一
ひ
ら
落
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

父
の
顔
童
顔
と
な
る
冬
帽
子

京
菓
子
を
ひ
も
と
く
夜
や
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

凍
て
る
日
や
老
は
寒
さ
を
く
り
返
す

ふ
ぶ
く
日
の
霰
と
び
入
る
耳
の
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

雪
の
壁
高
く
て
狭
き
出
入
口

　
　
　
　
　
か
ん
し
さ

く
た
び
れ
た
標
長
靴
ス
ノ
ッ
パ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

降
る
雪
に
耐
え
忍
び
つ
つ
二
月
尽

酷
寒
や
バ
ス
不
通
な
る
日
々
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

紅
梅
の
鉢
も
飾
り
て
雛
ま
つ
る

　
　
　
き
ら
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た

霜
花
の
燦
き
増
し
て
農
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

布
団
干
す
一
日
も
な
く
て
雪
続
く

盆
梅
の
一
輪
二
輪
部
屋
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

鉛
筆
の
こ
ぼ
れ
し
音
や
冴
え
返
え
る

将
棋
う
つ
宿
直
室
や
冴
え
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

美
し
き
弥
生
の
空
の
西
茜

に
ぎ
や
か
に
紙
雛
飾
り
祝
い
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

雪
解
け
て
あ
ま
だ
れ
落
つ
る
春
の
音

老
人
の
道
踏
む
肩
に
雪
積
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

手
作
り
の
は
ま
ぐ
り
雛
の
喜
ば
れ

三
月
や
茜
さ
し
た
る
秋
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ぼ
た
ん
雪
か
さ
の
重
き
も
春
な
れ
ば

鉢
の
梅
し
だ
れ
て
咲
け
ど
春
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

一
す
じ
の
障
子
に
陽
の
射
す
雨
水
哉

年
金
で
雛
人
形
を
祖
父
が
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

新
聞
の
折
り
込
み
華
や
ぎ
春
近
し

帰
り
道
主
婦
輪
に
な
り
て
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

嫁
ぐ
身
に
思
い
出
多
し
内
裏
雛

春
一
番
吹
い
て
く
る
の
も
も
う
間
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

日
脚
伸
ぶ
鶏
足
山
の
夕
茜

車
座
に
焼
酎
交
わ
す
し
ま
い
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

冠
の
少
し
傾
く
内
裏
か
な

洋
人
形
も
あ
り
手
造
り
雛
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

　
　
蒲
生
句
会

春
泥
を
押
し
あ
ぐ
ね
た
る
一
輪
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
（
群
馬
県
の
出
稼
先
よ
り
）

工
夫
一
団
レ
ー
ル
も
い
ま
だ
冬
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

寝
返
り
を
し
て
忘
ら
る
る
春
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

麦
畑
に
木
の
葉
舞
う
如
揚
雲
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
　
岩

麦
畑
に
陽
炎
燃
え
て
土
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
峰

僅
か
な
る
日
向
に
咲
く
や
犬
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

水
温
む
小
川
の
岸
に
草
蘇
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

雪
掻
き
に
雪
横
撲
り
多
喜
二
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
明
　
　
暗

　
　
　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

弥
生
三
月
と
、
呼
び
名
は
い
い
け
ど

丈
余
の
雪
に
埋
れ
た
過
疎
の
家
々
。

ま
だ
木
の
芽
、
花
の
蕾
も
固
い
。

し
か
し
、
冬
中
見
失
っ
て
い
た

太
陽
の
光
を
再
び
仰
ぎ

人
々
の
顔
は
　
ほ
こ
ろ
ぶ
。

弥
生
三
月
と
、
呼
び
名
は
い
い
け
ど

こ
こ
か
し
こ
に
見
る
惜
別
の
涙
が

入
試
、
就
職
の
合
否
を
め
ぐ
る

明
暗
が

早
春
の
冷
気
の
中
で
交
錯
す
る
。

早
く
見
た
い
！

陽
炎
の
も
え
る
　
土
筆
の
丘
と

希
望
に
満
ち
た
若
者
た
ち
の

力
強
い
春
耕
を
…
…
。

　
こ
の
た
び
松
代
町
の
季
節
に
合
わ

せ
て
園
芸
・
盆
栽
に
つ
い
て
参
考
に

な
る
記
事
を
連
載
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
．

　
松
や
、
ブ
ナ
、
モ
ミ
ジ
な

　
　
ど
の
植
え
か
え
の
シ
ー
ズ

　
　
ン
で
す
。

o
松
は
三
月
～
四
月
に

　
三
～
四
年
毎
が
標
準
に
な
り
ま
す
。

　
用
土
は
、
赤
玉
土
四
、
砂
六
、
も

　
し
く
は
半
、
半
の
割
合
で
す
。

o
雑
木
類
（
葉
の
落
ち
る
も
の
）

　
新
目
の
出
る
少
し
前
が
一
番
の
適

　
期
で
す
。
二
年
位
で
植
え
か
え
を

松代町園芸愛好会一

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
用
土
は
主
と
し
て
赤
玉
土
（
ゴ
ー

　
ロ
土
で
も
よ
い
）
に
若
干
の
砂
、

　
腐
葉
土
を
ま
ぜ
ま
す
。

　
梅
の
枝
の
せ
ん
定
と

　
　
　
　
　
　
　
植
え
か
え
は

o
花
の
後
、
二
～
三
葉
残
し
て
切
っ

　
て
下
さ
い
。

　
植
え
か
え
の
適
期
で
す
。
二
年
目

　
毎
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
用
土
は
赤
玉
土
（
ゴ
ー
ロ
土
）
六
、

　
砂
二
、
腐
葉
土
二
、
く
ら
い
の
割

合
い
で
す
．


